令和７年度　社会福祉法人来夢　事業報告

〈基本理念〉

互いを思いやり　安心して　ともに生きる
１　互いをかけがえのない存在として、思いやりと助け合いの精神を大切にします。
２　ともに生きるという理念のもと、自由な自己実現を願い、共生社会の実現に貢献します。
３　安心・安全をコンセプトに、参画・協働・連携して、多角的な視点により事業を展開します。

Ⅰ　法人運営

１　事業概要
生活介護事業については、利用者・職員の事故や怪我・コロナウイルスの罹患者が出たものの、閉所することなく事業を運営することが出来ました。
共同援助事業については、女性職員の安定した確保が出来ず、複数回・長期にわたり何らかの帰宅依頼（日曜日や月曜日のホームへの帰宅制限、急な帰省依頼）を続けながら出来る限り開所しました。
相談支援事業については、令和６年度からの常勤２人体制を維持し、増益となりました。事業基盤の盤石化と世代交代を考え、よつば工房常勤職員１名に相談支援専門員の資格を取得させました。

２　成果と課題
経営陣の新旧交代を掲げ、管理者への会議内外での研修を行いました。管理者会議で提出した議案を運営会議で議論するなど一定の成果は上げられましたが、交代するにはまだまだ実力不足となっていて更なる精進が必要です。７年度の課題の一つであった中長期計画の見直しも途中となっていて、生活介護事業所「よつば工房」の建て替え等検討事項に上がっていることがあるものの、今後の方向性が定まっていない状態が続いています。
職員の確保については、傷病で休職・退職する職員が複数いましたが、その代替え職員を確保できず、事業所職員に負担を掛けることが多々ありました。共同生活援助事業では入居者にも迷惑を掛けました。年度末近くに複数人採用できましたが、新たな退職者により生活介護事業所「つばさ工房」「よつば工房」では非常勤職員を確保ができているとはいえず、今後も引き続き求人を進める必要があります。
生活介護事業３か所の利用者については、若干延べ利用者数が減少しました。今後は利用者を増やす上で職員の確保が課題となります。
共同生活援助事業については、女性職員不足に加え、事業所の力量不足から利用者２人が退去、１人が退去予定となっています。現在進めている職員の体制づくりを急ぎ進めていく必要があります。
相談支援事業では、新旧交代に向けて新たな常勤職員に相談支援専門員の資格を取得させましたが、今後は収入の確保が課題となります。
短期入所事業は、職員不足が解消されず令和7年１０月１８日付をもって廃止となりました。
社会保険労務士との委託契約により就業規程等の見直しを行い働きやすい労働環境作りに
努めましたが、昨今の労使問題に対応するためには更なる就業規則等の見直しが必要と思われます。

３　評議員会・理事会・評議員選任・解任委員会の開催状況
（１）評議員会
	開催時期
	議決・報告事項

	第１回
令和７年
６月２１日
	第１号報告　令和６年度事業報告について
第２号報告　評議員の辞任および選任について

第１号議案　定款の一部変更について
第２号議案　令和６年度計算関係書類について


（２）理事会
	開催時期
	議決・報告事項

	第１回
令和７年
６月６日
	第１号議案　定款の一部変更について
第２号議案　令和６年度事業報告について
第３号議案　令和６年度計算関係書類について
第４号議案　評議員候補者の推薦について
第５号議案　定時評議員会の招集について

第1号報告　理事長の職務執行状況について
第2号報告　令和６年度予備費使用状況について

	第２回
令和８年
３月６日




	第１号議案　令和７年度第１次補正予算について
第２号議案　令和８年度事業計画について
第３号議案　令和８年度資金収支予算書について
第４号議案　給与規程の一部改正について

第１号報告　理事長の職務執行状況について
第２号報告　令和７年度予備費使用状況について

	（３）評議員選任・解任委員会

	開催時期
	議決・報告事項

	第１回
令和７年６月６日
	第１号議案　評議員の選任について




４　監査、指導等
（１）監事監査
令和７年５月１６日実施されました。
（２）社会福祉法人指導監査
令和７年度はありませんでした。
（３）障害福祉サービス事業所運営指導
　　①業務管理体制について
　　　指摘等ありませんでした。
　　②各事業所運営について
	実施日
	事業所
	指摘の概要

	10月22日
	実結の森
	①重度障害者支援加算の算定にあたり、支援計画シートを作成し、３月に１回支援計画シートを見直すこと。
②常勤看護職員等配置加算が、所定の医療行為が必要な利用者がいないにもかかわらず請求している事例が確認されたため、自主点検のうえ過誤調整すること。

	
	つばさ工房
	①重度障害者支援加算の算定にあたり、支援計画シートを作成し、３月に１回支援計画シートを見直すこと。
②常勤看護職員等配置加算が、所定の医療行為が必要な利用者がいないにもかかわらず請求している事例が確認されたため、自主点検のうえ過誤調整すること。

	10月23日
	よつば工房
	①重度障害者支援加算の算定にあたり、支援計画シートを作成し、３月に１回支援計画シートを見直すこと。
②常勤看護職員等配置加算が、所定の医療行為が必要な利用者がいないにもかかわらず請求している事例が確認されたため、自主点検のうえ過誤調整すること。

	
	来夢の家
	①福祉専門職員等配置加算で、要件を満たさない月が確認されたので、自主点検のうえ過誤調整を行うこと。
②夜間支援等体制加算について、対象利用者数を誤って算定している事例が確認されたため、自主点検のうえ過誤調整すること。
③人員配置体制加算で要件を満たさない月が確認されたので、自主点検のうえ過誤調整を行うこと。
④重度障害者支援加算の算定にあたり、支援計画シートを作成し、３月に１回支援計画シートを見直すこと。


（４）消防署査察
	実施日
	事業所
	指摘事項等

	6月20日
	つばさ工房
	火事で玄関から消防隊が入れないときのため、事務室の窓および介護室２の東側と北側の窓から入る想定をしているので、物を置かないようにと指示がありました。

	9月2日
	来夢の家
	なし

	11月14日
	実結の森
	（9月に実施した）消防設備等の点検結果報告が（業者から提出）されていない。


５　運営会議等の開催状況
	会議・委員会
	開催数
	対象人数
	おもな内容

	運営会議
	１２回
	１０人
	・法人の経営・運営に関すること
・事業所の運営に関すること
・利用者全般に関すること
・行事全般について
・各種委員会に関すること
・職員の研修・育成に関すること
・今後の経営・運営について

	防災委員会
	２回
	５人
	・BCPに関すること
・総合避難訓練について
・171防災伝言ダイヤルについて
・非常用個人ファイルの更新について

	保健衛生委員会感染対策委員会
	４回
	７人
	・嘔吐物の処理について
・感染症対策について
・食中毒閲覧研修について
・ノロウイルス、インフルエンザ動画研修について

	安全衛生・安全運転委員会
	４回
	８人
	・労働安全衛生管理状況表について
・安全運転心得について
・公用車管理について
・事故防止マニュアルについて

	研修委員会
	４回
	５人
	・年間研修計画について
・サポーターズカレッジの動画研修について
・新規採用者研修について
・グループホームの研修方法について

	虐待防止及び身体拘束適正化委員会
	１１回
	１１人
	・職員セルフチェックについて
・声かけbefore afterの取り組み・現状について
・虐待防止マネージャーとの面談結果について
・虐待防止対策について今年度の取り組み、振り返り
・身体拘束適正化検討について（委員会２回）

	苦情解決委員会
	０回
	６人
	・苦情なし

	ハラスメント対策委員会
	１回
	５人
	・動画研修について


	ふれあい委員会
	４回
	7人
	・利用者自治会について
・職員親睦会について
・らいむまつりについて
・法人全体行事について




６　職員研修
（１）内部研修
	回
	実施日
	内容
	講師・係等
	対象者

	１
	5/17
	虐待防止研修・身体拘束適正化研修
（ホタルの郷における虐待防止の取り組み）
	ホタルの郷
山崎隆行氏
	全職員

	２
	5/1～31
	第１回BCP（通所施設での地震対策）
	（オンライン）

	全職員


	３
	5/26
	新人研修（障害者虐待について）
	来夢　佐治
	新人職員

	４
	6/3
	障害者支援の基礎研修
（BCPとは）
	（オンライン）

	新人職員

	５
	6/11
	管理者研修
（事務業務について）
	来夢　
坂神、朝倉
	管理者

	６
	6/2～10/10
	虐待防止及び身体拘束適正化について
	来夢　岩尾、田中
鈴木
	全職員

	７
	7/7
	感染症予防について
	（オンライン）
	新人職員

	８
	7/9
	管理者研修
面接技術とチームワーク
簡潔な報告の仕方を考える
	NPO法人　昴
野口雅由氏
	管理者

	９
	7/7～31
	感染症対策の基本姿勢
「ノロウイルス」流行性胃腸炎二次感染の防止
	（オンライン）

	全職員

	10
	8/20
	管理者研修
（採用時の面接技術について）
	NPO法人　昴
野口雅由氏
	管理者

	11
	9/1～30
	支援者の自己覚知とセルフマネジメント研修
	（オンライン）

	全職員

	12
	10/1～31
	コンプライアンスについて
	（オンライン）
	管理者、正規職員

	13
	11/1～30
	感染症対策について
「インフルエンザの対応」
	（オンライン）

	全職員

	14
	12/20
	「来夢ってどんなとこ？」来夢を
通して障害福祉サービスの支援の
仕事や利用者を知る
	来夢　水野、田中
鈴木
	正規職員他

	15
	1/5～31
	障がい者支援の基礎～ハラスメントの理解と防止に向けて～
	（オンライン）

	全職員

	16
	1/24
	障害福祉サービスを始めて受ける
ために必要な手続きは？
	来夢　管理者　　　　相談（小高）
	全職員

	17
	2/1～28
	能登半島地震の体験から学ぶ
	（オンライン）
	来夢の家職員




（２）外部研修
	回
	内容
	参加人員（人）

	1
	全国福祉法人協会WEBセミナー　役員等の改選手続きに伴う開催および運営について（オンライン）
	
２

	2
	愛知県知的障害者福祉協会　新規採用者研修
	１

	3
	愛知県知的障害者福祉協会　虐待防止・身体拘束適正化研修
	４

	4
	とよはし総合相談支援センター　就労支援について
	２

	5
	愛知県公安委員会　　安全運転管理者講習
	１

	6
	愛知県　相談支援従事者初任者研修
	１

	7
	豊橋市社会福祉協議会　相談支援機関初任者研修
	１

	8
	豊橋市障害福祉課　障害者の権利擁護研修
	１

	9
	豊橋市障害福祉課　障害者虐待研修
	１

	10
	名古屋東労働基準協会　安全衛生推進者養成講習
	４

	11
	昴相談支援事業所　発達に心配がある子の就学支援研修
	１

	12
	愛知県知的障害者福祉協会　愛知県知的障害関係職員研究大会
	１

	13
	東三セルプ　共同研修会
	４

	14
	愛知県　共同生活援助事業所における運営の適正化に向けたモデル研修
（オンライン）
	
１

	15
	大府福祉会40周年記念研修会
	１

	16
	特定非営利活動法人昴施設外研修
	５

	17
	東三セルプ　事務員研修
	４

	18
	特定非営利活動法人穂の国まちづくりネットワーク
強度行動障害者支援者養成研修（基礎研修）
	
４

	19
	名古屋市身体障害者福祉連合会　メンタルヘルス研修
	１

	20
	東三セルプ　療育研修会
	１

	21
	東三セルプ　サービス管理責任者研修
	１

	22
	豊橋市障害福祉分野のICT活用研修（オンライン）
	１



７　職員の健康管理等
「安全衛生委員会及び健康・保健衛生に関する要綱」に沿って対応しました。
（１）健康診断の実施
全職員が定期健康診断を受診しました。再検査等の指摘を受けた職員に対しては個々に対応しています。
（２）メンタルヘルスの対応等
メンタルヘルス不調を未然に防止するため、厚生労働省が提供する「こころの耳（職場のストレスセルフチェック）」の利用を推奨し、職員によるセルフチェックの機会を設けストレスの度合いのチェックを行い、適時の職員面談を実施しました。


（３）労働災害
人数：２名
内訳：利用者が昼食後、歯磨きの支援中他の利用者にこだわり掴みかかりそうになったので自分の手で払うようにかわしたとき指先を突きマレット変形（槌指）になる。
内訳：利用者の支援中にトイレから出てきた利用者が自分の席へ戻る途中の動線付近で突き飛ばされ転倒し腰を強打する。

８　利用者の健康管理等
利用者の健康管理等のため、健康診断の実施や感染症対策等をすすめました。
（１）毎月嘱託医の訪問を受け、利用者の健康状況の把握及び健康保持のための適切な措置、助言を受けました。
（２）感染症について
①インフルエンザ等の感染予防対策
　・インフルエンザワクチン接種の支援（嘱託医接種）
・事業所内の換気・次亜塩素酸水による除菌の実施
・手洗いの励行、アルコール消毒、お茶の飲用等
②新型コロナウイルス感染予防対策
・簡易抗原検査の実施（感染が疑われた者のみ）
・新型コロナウイルスワクチン接種の支援（嘱託医接種）
③新型コロナウイルス感染による事業所の休業・自粛等
　・ありませんでした。

９　第三者評価
令和７年度は、第三者評価を受審した事業所はありませんでした。

１０　苦情解決
令和７年度は、苦情解決に該当する事案はありませんでした。




Ⅱ　事業所運営

つばさ工房・よつば工房・実結の森（生活介護事業所）

１　事業概要
利用者に対して、食事及び排泄の介護や日常生活に必要な機能の維持向上を目的とした各種の機会の提供、その他レクリエーションなどの活動をとおして安定した日常生活と社会参加への支援を行いました。また、地域のさまざまなサービス機関との連携の他、事業所での活動や地域での生活に必要な情報の提供及び助言等の支援を行いました。
各事業所とも【対象者：１８歳以上の障害者、定員２０名】

２　実施内容
利用者が安心して生活・活動できるように、障害特性や個性に配慮して個別支援計画を作成し、計画に基づいて必要な支援を行いました。感染症の影響が低下し、外出活動の幅を更に拡げることが出来ました。

（１）生活支援
障害特性やストレングスに応じ、プライバシーに配慮して、食事、排泄、更衣、整容な
らびに挨拶・移動等の日常生活支援を行いました。
（２）社会活動支援
楽しく活動できるように環境を整え、地域生活に必要なルール、マナー等を毎日の活動
の中で身につけられるよう支援しました。イオンが実施する「幸せの黄色いレシートキャ
ンペーン」も再開され、参加しました。
①つばさ工房  作品展の回数が増え、同じ内容（見学）の活動を繰り返すことで、個別
　対応でしか行動できなかった数名の利用者が団体行動できるようになってきました。
②よつば工房　感染対策も兼ねて個別外出の機会を充実させ、利用者の心身のリフレッ
シュを図りました。また、グループ外出では公共交通機関を利用することで社会参加
の促進により生活の質の向上にも繋がりました。
明治安田生命が行うペットボトルのキャップ回収に協力し、社会貢献に努めました。
③実結の森　「黄色いレシートキャンペーン」では参加回数を増やし、社会参加の機
会を増やすとともに贈呈金額の増加につなげることができました。
明治安田生命が行うペットボトルのキャップ回収に協力し、玄関に回収ボックスを
設置しました。
（３）作業活動支援
働く喜びを体感するため、個々の希望、適性を考慮して生産活動に参加する機会を提供しました。
　　　①つばさ工房　生産活動に携われる利用者には生産活動を、生産活動が難しい利用者に
は、療育的意味合いのある課題を提供しました。
②よつば工房　新しく委託作業として綿菓子容器の拭き取りやラベルシール貼りを行
いました。不定期での作業ではありますが様々な経験を積む機会の一つとなりました。
③実結の森　外部バザーは少なかったので、内部販売中心にシフォンケーキを作りました。バザー販売用手作り品作りに保護者の協力を得ることが出来ました。
（４）健康支援
健康状態の把握や感染症対策に努め、体調変化に細やかに応じられるように家庭等との連携を密に行いました。事業所内の消毒や加湿空気清浄機の活用、熱中症対策、次亜水噴霧器による外部からのウイルス侵入を防ぐ等、疾病予防に努めました。
（５）その他の活動支援
	つばさ工房
	①調理実習、②エアロビクス・レクリエーション、③自治会活動、④クラブ活動、⑤送迎支援

	よつば工房
	①調理実習、②エアロビクス・レクリエーション、③自治会活動、④クラブ活動、⑤送迎支援
習字クラブ参加者１名が、「あいちアールブリュット展」にて【優秀作品】を、「みんなのアート展」では【佳作】を受賞されました。

	実結の森
	①調理実習、②エアロビクス・レクリエーション、③自治会活動、④クラブ活動、⑤送迎支援


③自治会では、自治会長・副会長を中心に、昼食・おやつ・行事の行き先・誕生日プレゼント
などの決定を利用者主体で行うことで、活動の充実を図りました。
④クラブ活動では、習字クラブと手作りクラブで作品を作るだけでなく、作品展を開催したり「ふれあいアート展」などへ出展したりするなど積極的に作品展示の機会を設けました。
（６）おもな行事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つばさ工房
	月
	活動内容
	月
	活動内容

	４月
	桜花見（向山緑地）
	10月
	茶話会、外出行事（万場調整池）
来夢合同ボウリング大会

	５月
	春遠足（カフェ奏、牛川遊歩公園）
	11月
	茶話会、外出行事（みかん狩り）

	６月
	毛筆展見学（くじら山）
	12月
	茶話会、お楽しみ会（ケーキの日）

	７月
	おやつ作り教室、七夕飾り

	１月
	書初め展見学（パンとカフェ公園通り）新年会（カラオケ）

	８月
	夏祭り、料理教室
作品展見学（パンとカフェ公園通り）
	２月
	茶話会、節分豆まき、おやつ作り教室、梅花見（向山梅林公園）

	９月
	日帰り旅行（ブドウ狩り）
	３月
	料理教室、手作りクラブ作品展見学（パンとカフェ公園通り）


よつば工房
	月
	活動内容
	月
	活動内容

	４月
	桜花見（豊橋公園）
	10月
	来夢合同ボウリング大会
外出行事（釜めし専門店「くう」）

	５月
	春遠足（のんほいパーク）
	11月
	

	６月
	毛筆展見学（くじら山）、中日書道展見学（愛知県美術館ギャラリー）
	12月
	お楽しみ会（おやつ作り）

	７月
	七夕飾り
外出行事（地下資源館・視聴覚センター）
	１月
	初詣（豊川稲荷）、新年会（JOYJOY）
書初め展見学（パンとカフェ公園通り）

	８月
	らいむまつり、来夢作品展見学（パンとカフェ公園通り）、夏祭り
	２月
	節分豆まき、みんなのアート展見学（豊川市桜ケ丘ミュージアム）、
梅花見（向山梅林園）

	９月
	日帰り旅行（航空自衛隊浜松広報館エアパーク）
	３月
	手作りクラブ作品展（パンとカフェ公園通り）、福祉の店見学


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実結の森
	月
	活動内容
	月
	活動内容

	４月
	桜花見（のんほいパーク）
	10月
	秋遠足（生命の海科学館）
来夢合同ボウリング大会

	５月
	お菓子作り教室、美化活動（５３０運動）
	11月
	外出行事（釜めし専門店「くう」、牛川遊歩公園）

	６月
	毛筆展見学（くじら山）、中日書道展見学（愛知県美術館ギャラリー）
	12月
	料理教室、クリスマス会、大掃除

	７月
	七夕飾り、料理教室
	１月
	初詣、お楽しみ会、書初め展見学（パンとカフェ公園通り）、

	８月
	作品展見学（パンとカフェ公園通り）、夏祭り（縁日）、らいむまつり
	２月
	節分豆まき、お菓子作り教室、


	９月
	日帰り旅行（竹島水族館）
	３月
	手作りクラブ作品展（パンとカフェ公園通り）、春遠足（カモメリア）、福祉の店見学


各事業所とも、随時「お弁当の日」・「おやつの日」を設けています。
３　成果と課題
（１）つばさ工房
①前年度に引き続き、体力作りに力を入れました。料理教室や創作活動といった室内行事
も回数を増やせました。創作活動で自分たちが作ったものを飾ることにより、喜びや彩りを添えることが出来ました。
②体力作り中に、利用者が他の利用者を突き飛ばし転倒・骨折させる事故がありました。活動の基本である安全が守られるよう、事故の検証をするとともに強度行動障害のある利用者への支援力を高め、再発防止を徹底させていく必要があります。
（２）よつば工房
①新型コロナウイルスやインフルエンザ等の感染防止対策に留意しながら、一人ひとりに
応じた活動が提供できました。しかし、年度後半にはインフルエンザが感染者が蔓延してしまったため今後も基本的な感染予防に努めていきます。
②強度行動障害の方やこだわりの強い方に対しては、落ち着いた環境で職員とマンツーマ
ンで食事したり、気分の高ぶりを解消するために継続的に個別支援室を活用しました。
③利用者が安心して活動する上で、体力作りのグループ編成や席替えなど柔軟に対応でき
ました。
④今年度は新規利用者や職員の確保ができた一方、職員の離職や利用者の他事業所の併用
に伴い利用日数の減少もありました。安定した事業所運営ができるように人材確保に努
めていきたいと思います。
⑤建物の老朽化に伴い、建替えや移転も視野に入れて模索していく必要があります。
（３）実結の森
①冬に新型コロナウイルスが蔓延しました。更なる体調管理に気をつけ、感染の予防に努め
ます。
②歯科衛生士の臨地実習を受け入れたり、見学や資格取得実習を積極的に受け入れたりすることで、障害者への理解をより深めるとともに風通しの良い事業所を目指しました。
③当初予定より少ない職員数でしたが、支援の質を維持できるよう、職員一人ひとりが支援の幅を広げることに努めました。また新卒職員を採用し、人材育成にも努めました。
④屋外の腐食していたウッドデッキ（北側）、調理室東側の棚床面のステンレスへの貼り換えとシャッターの取り付けをしました。作業室の扉のガタ付きの補修・調整など各所整備しました。
⑤授産収入の大半を占める来夢の家の夕食づくりについては、受注数が減り、減収となりました。今後も増加は見込めないため、新たな収入源の確保を模索しています。

４　福祉実習、ボランティア等受け入れ　　　　　　　　　　　　　　　　　　つばさ工房
	　　　月
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	1
	2
	3
	計

	実習生
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	ボランティア
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よつば工房
	　　　月
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	1
	2
	3
	計

	実習生
	0
	0
	0
	2
	0
	0
	0
	4
	0
	0
	1
	0
	7

	ボランティア
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0


                                                                        　実結の森　
	　　　月
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	1
	2
	3
	計

	実習生
	0
	0
	2
	6
	2
	0
	2
	0
	0
	0
	2
	1
	15

	ボランティア
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	福祉体験
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0



５　防災訓練
[bookmark: _Hlk197592056]令和６年度より義務化となったＢＣＰに基づき、自然災害と感染症の対策に努めました。また火災、不審者対応等の防災に備えるため、毎月１回の訓練を実施し、防災意識を高められるよう努めました。
事業所間の情報共有と連携を高める訓練、災害伝言ダイヤルを活用して安否状況を確認する訓練を実施しました。
宇連ダムの渇水による水不足を経験し、令和８年度に購入する予定だった災害時のトイレ対策として「非常用臭わないトイレセット」の購入を実施しました。


６　　虐待防止
	事業所
	虐待に該当する事案

	つばさ工房
	事案なし

	よつば工房
	事案なし

	実結の森
	事案なし



７　利用状況
（１）事業所利用状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つばさ工房
	   月
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	1
	2
	3
	計

	利用者数
	20
	20
	20
	19
	19
	19
	19
	19
	19
	19
	19
	19
	231

	開所日数
	22
	23
	22
	23
	21
	22
	23
	22
	23
	22
	20
	23
	266

	延べ人数
	396
	390
	378
	398
	322
	353
	377
	349
	377
	342
	301
	372
	4355

	1日平均
	18.0
	16.9
	17.1
	17.3
	15.3
	16.0
	16.3
	15.8
	16.4
	15.5
	15.0
	16.1
	16.4


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よつば工房
	   月
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	1
	2
	3
	計

	利用者数
	22
	22
	22
	22
	22
	22
	22
	22
	22
	22
	22
	22
	241

	開所日数
	22
	23
	22
	23
	23
	22
	23
	22
	23
	23
	20
	23
	269

	延べ人数
	402
	422
	392
	425
	409
	403
	426
	393
	400
	407
	344
	381
	4804

	1日平均
	18.3
	18.3
	17.8
	18.5
	17.8
	18.3
	18.5
	17.9
	17.4
	17.7
	17.2
	16.6
	17.9


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実結の森
	   月
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	1
	2
	3
	計

	利用者数
	19
	19
	19
	19
	19
	19
	19
	19
	19
	19
	19
	19
	228

	開所日数
	22
	23
	22
	23
	23
	22
	23
	22
	23
	23
	20
	23
	269

	延べ人数
	360
	371
	340
	378
	345
	354
	376
	345
	363
	365
	297
	321
	4215

	1日平均
	16.4
	16.1
	15.5
	16.4
	15.0
	16.1
	16.3
	15.7
	15.8
	15.9
	14.9
	14.0
	15.7


（２）年齢別（令和８年３月３１日現在）
　　　　                                             つばさ工房（平均：３７．３歳）
	年齢
	18～19
	20～29
	30～39
	40～49
	50～59
	60以上
	計

	男
	0
	4
	2
	2
	1
	0
	9

	女
	1
	2
	3
	1
	2
	1
	10

	計
	1
	6
	5
	3
	3
	1
	19


よつば工房（平均：３８．３歳）
	年齢
	18～19
	20～29
	30～39
	40～49
	50～59
	60以上
	計

	男
	1
	0
	7
	7
	1
	0
	16

	女
	1
	1
	0
	4
	0
	0
	6

	計
	2
	1
	7
	11
	1
	0
	22




実結の森（平均：４５．５歳）

	年齢
	18～19
	20～29
	30～39
	40～49
	50～59
	60以上
	計

	男
	1
	1
	3
	3
	2
	1
	11

	女
	0
	0
	1
	3
	2
	2
	8

	計
	1
	1
	4
	6
	4
	3
	19


（３）障害支援区分別（令和８年３月３１日現在）
　つば工房（平均：５．５）
	区分
	３
	４
	５
	６
	計
	重度・強度行動障害

	男
	0
	0
	4
	5
	9
	9

	女
	0
	0
	5
	5
	10
	7

	計
	0
	0
	９
	10
	19
	16


よつば工房（平均：５．１）
	区分
	３
	４
	５
	６
	計
	重度・強度行動障害

	男
	1
	1
	7
	7
	16
	12

	女
	1
	1
	3
	1
	6
	4

	計
	2
	2
	10
	8
	22
	16


　　　　　　　  実結の森（平均：５．１）
	区分
	３
	４
	５
	６
	計
	重度・強度行動障害

	男
	0
	3
	2
	6
	11
	7

	女
	1
	3
	0
	4
	8
	2

	計
	1
	6
	2
	10
	19
	9




来夢の家（共同生活援助事業所・短期入所事業所）

１　事業概要
利用者に対して、入所施設ではなく、地域の中で生き生きと楽しく活用する事業所として地域のさまざまなサービス機関との連携の他、事業所での活動や地域での生活に必要な情報の提供及び助言等の支援を行いました。
【対象者：１８歳以上の障害者、定員１４名】

２　実施内容
利用者が安心して地域生活を送ることができるように、障害特性や個性に配慮して個別支援計画を作成し、計画に基づいて必要な支援を行いました。
（１）生活支援
利用者個人のプライバシーに配慮して、食事、排泄、入浴、整容、挨拶等の日常及び夜間における生活支援を行いました。
（２）社会活動支援
地域の一員として地域の行事に参加できるよう地域生活に必要なルール、マナー等を身につけられるよう支援しました。
（３）健康支援
健康状態を把握するためバイタルチェックや感染症対策に努め、事業所内の消毒や加湿空気清浄機の活用、熱中症対策、次亜水噴霧器による外部からのウイルス侵入を防ぐ等、疾病予防に努めました。しかし新型コロナウイルスやインフルエンザ等の感染者が発症した時は快く保護者の方が帰省を受け入れていただけました。
（４）おもな行事
	月
	活動内容
	月
	活動内容

	４月
	誕生日会、
	10月
	誕生日会

	５月
	端午の節句、誕生日会
	11月
	誕生日会

	６月
	
	12月
	冬至、クリスマス会、忘年会

	７月
	七夕、土用の丑、誕生日会
	１月
	新年会、誕生日会

	８月
	
	２月
	節分祭、

	９月
	
	３月
	ひな祭り誕生日会



３　短期入所事業　受け入れ実績
	　　月
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	1
	2
	3
	計

	延べ人数
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	
	
	
	
	
	0


※10月18日事業所廃止

４　成果と課題
夜間支援という業務の特殊性もあり、職員確保の難しさから令和７年度６月から週末帰省を延長する形での運営となり、利用者に不便と心配をかけることになりました。今後は安定的な事業所運営ができるように、求人活動をして職員の確保に努めます。
（1） 不具合の出ていたガス給湯器を新しくいたしました。
（2） 短期入所事業は、利用者のニーズは高いものの、職員不足が解消されず令和7年10月18日付をもって廃止しました。

５　福祉実習、ボランティア受け入れ
	　　　月
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	1
	2
	3
	計

	実習生
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	ボランティア
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0



６　防災訓練
令和６年度より義務化となったＢＣＰに基づき、地震、暴風雨等の自然災害対応、感染症対策に努めました。また火災、不審者対応等の防災に備えるため、毎月１回の訓練を実施し、防災意識を高められるよう努めました。
事業所間の情報共有と連携を高める訓練、災害伝言ダイヤルを活用して安否状況を確認する訓練を実施しました。

７　虐待防止
令和７年度は、虐待に該当する事案はありませんでした。

８　利用状況
（１）事業所利用状況　　　　　　　　　　　　　　　　
	   月
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	1
	2
	3
	計

	利用者数
	14
	14
	14
	14
	14
	13
	13
	13
	13
	13
	13
	13
	161

	開所日数
	30
	31
	30
	31
	31
	30
	31
	30
	31
	31
	28
	31
	365

	延べ人数
	414
	419
	387
	415
	363
	335
	348
	326
	336
	335
	316
	346
	4,340

	1日平均
	13.8
	13.5
	12.9
	13.4
	11.7
	11.2
	11.2
	10.9
	10.8
	10.8
	11.3
	11.2
	11.9


（２）利用者の状況（令和８年３月３１日現在）
・年齢別　          ※平均：４９．５歳
	年齢
	１８～１９
	２０～２９
	３０～３９
	４０～４９
	５０以上
	計

	男
	0
	0
	0
	6
	3
	9

	女
	0
	0
	0
	3
	1
	4

	計
	0
	0
	0
	9
	4
	13


・障害支援区分別）　※平均：５．３
	区分
	３
	４
	５
	６
	計
	重度・強度行動

	男
	0
	1
	5
	3
	9
	7

	女
	0
	0
	2
	2
	4
	4

	計
	0
	1
	7
	5
	13
	     11



サポートらいむ（相談支援事業所）

１　事業概要
障害のある人、または就労、子育てに不安がある人の思いに寄り添い、能力や特性に応じて自立したその人らしい生活が送れるように相談支援を実施しました。生活に不安がある人に対しては適切な情報提供等を行い、不安の軽減が図れるように支援しました。
（１）一般相談
（２）計画相談
（３）障害児相談
（４）関係機関との連携による個別支援会議及びサービスの調整
（５）地域ニーズの把握と課題の解決

２　実施内容
（１）サービス等利用計画の作成
　　　　１００件（前年度　９７件）
（２）サービスの調整（モニタリング）
　　　　４９１件（前年度　４９２件）
（３）一般相談と関係機関との連携（前年度　１，５９３件）
	訪問
	来所
	同行
	電話
	支援会議
	その他
	合計

	1,１９７
	１４
	１５８
	３
	１２１
	１１３
	1,６０６


（４）個別支援会議の開催
　　　　１２１件（前年度　１０７件）

３　成果と課題
　機能強化型体制を継続しました。一時は事業所の休廃止等の検討も視野に入れるほどでしたが、収入も増加傾向にあり令和７年度も増益となりました。

４　利用状況
	　　　月
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	1
	2
	3
	合計

	相談者
児数
	者
	99
	108
	91
	107
	108
	94
	116
	104
	97
	116
	98
	105
	1,243

	
	児
	29
	23
	28
	20
	17
	19
	20
	17
	27
	18
	18
	26
	262

	
	合計
	128
	131
	119
	127
	125
	113
	136
	121
	124
	134
	116
	131
	1,505



　


Ⅲ　事業報告の附属明細書

令和７年度の事業報告には、定款第３４条第１項第２号に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないので作成しない。
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